
◆学校教育支援
　（学習支援、生活科・総合的な学習支援、読書活
動支援、学校支援）

◆生涯学習支援
　（文化芸術、スポーツ・レクリエーション、家庭生
活、市民生活、産業・技術、 人文・社会科学、自然
科学）

登録内容について
◆「登録申請書」を山口市教育委員会社会教育課にご提出く
ださい。
◆「登録申請書」は、山口市教育委員会社会教育課、各地域交
流センター、山口市立幼稚園・小・中学校にも置いています。
（山口市公式ウェブサイトからもダウンロードできます。)
◆登録対象は、18歳以上の個人、または18歳以上で構成する
団体です。

登録方法について

～「やまぐち路傍塾」に参加してみませんか?～
ろ    ぼう じゅくろ    ぼう じゅく

ろぼう塾の
ホームページ

さまざまな知識や経験、技能をお持ちの方を
学びたい市民のみなさんにご紹介する
人材バンクです。YAMAGUCHI ROBOUJUKU

“まちの先生”
“学びたいみなさん”

（学んだ知識や技能を学校や地域で活かしたい人）と

をつなげます!!

まちの先生
事務局
（社会教育課）

さまざまな知識や経験、
技能を地域で生かしたい方

町内会行事、サークル活動
PTA活動、子ども会活動
授業・学校行事　など

まちの先生と学びたい
みなさんをつなげるサポート役

《地域のつながり・学び合い》

学びたいみなさん

山口市教育委員会社会教育課
Tel 083-934-2865　メール s-kyoiku@city.yamaguchi.lg.jp

〒753-8650 山口市亀山町2番1号

https://www.city.yamaguchi.lg.jp 詳しくは やまぐち路傍塾 検 索

まちの先生になろう  まちの先生に教わろう

山口市教育支援ネットワーク

YAMAGUCHI ROBOUJUKU

山口市がつくりあげた教育支援ボランティア人材バンク制度です。

社会教育課がコーディネーター役・相談役となってつなぎ、依頼者の願いをサポートします！
俳句、バルーンアート、スマホ講座、防災学習、実験学習、健康づくり、もの作りなどに興味・関心のある方、
自治会、子ども会、PTA活動、放課後児童クラブなどで路傍塾に登録する講師を活用しませんか。

依頼者（これから支援を受けたい人、学びたい人、講師を探している方など）　と、
登録者（これまでの経験や知識・技能を学校や地域で活かしたい人）　を、

山口市教育支援ネットワーク

の とは、「やまぐち路傍塾」生まれて16年目
ろ    ぼう じゅくろ    ぼう じゅく

●ろぼう塾利用のきっかけ
　メディカルヨガの講師として評判が高い
馬田先生の健康法を、徳地・八坂地域の方々の
健康増進に役立てたいと考え依頼しました。
●利用時の様子
　先生は、最初に参加者の足指の力を測定器で測り、その後にい
ろいろな体操や足ツボのマッサージなどを指導されました。指導
された通りに体を動かした後に、先生は再度参加者の足指の力を
測定され、数値が向上していたことに皆さん驚いていました。
●利用後の感想
　先生から習った体操など健康法を自宅で行うことで、「正しい
姿勢で、身体を伸ばして、ハッピーウォーキングを実践し、若々し
く美しい立ち姿をめざしたい。」という声が、参加された方々から
挙がっていました。

●ろぼう塾利用のきっかけ
　正月に玄関先に飾られる門松について、自分たちの手で作り次
の世代に伝えて欲しいと思い、三世代交流事業として原田先生に
依頼しました。
●利用時の様子
　先生の丁寧な指導により、参加者は竹を選び、土を入れ、その後
に松・竹・梅・正月飾りを配置しました。参加者が思い思いに取り
組んでおり、どれも味のある立派な作品に仕上がりました。
●利用後の感想
　小学校低学年の子どもたちの参加が多く、伝統行事に触れる
良い機会となり、子どもたちから「立派な作品ができて、とても
うれしい。」「お正月に玄関に飾りたい。」という声が挙がっていま
した。

令和７年度「やまぐち路傍塾」の活動状況
内 容 件 数 個 人 団 体利 用 機 関

幼 稚 園

小 学 校

中 学 校

地域交流センター 他
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30
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ろぼにゃー

やまぐち路傍塾
マスコット
キャラクター
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登録数  個人 　　名 ／ 団体 　　団体219 131「やまぐち路傍塾」の登録者である「まちの先生」と一
緒に、学校教育支援はもちろん、社会教育全般で生涯
学習の充実をめざします。みなさんからの要望に応え
られるようにコーディネートし、「やまぐち路傍塾」の
さらなる活性化を目指していきますので、ぜひ一度活
用してみて下さい。

山口市教育委員会 社会教育課 へお問い合わせ下さい。
TEL ０８３－９３４－２８６５

ろ    ぼう じゅくろ    ぼう じゅく

ろ    ぼう じゅくろ    ぼう じゅく

徳地地域交流センター八坂分館
馬田 義子
姿勢作りや靴のはき方から始める
ウォーキング、メディカルヨガ

依 頼 者
まちの先生
内 　 容

鋳銭司地域交流センター
原田 和之
ミニ門松づくり

依 頼 者
まちの先生
内 　 容

● 地域での取組



小郡中学校
野村 聡美（おごおり地域づくり協議会と共同支援）
小郡地域の防災について

依 頼 者
まちの先生
内 　 容

佐山小学校
株式会社丸久　アルク小郡店
「店ではたらく人」

依 頼 者
まちの先生
内 　 容

二島小学校
「箏曲組歌」再現の会
和楽器演奏会体験会
（箏、尺八、三絃の演奏会・体験会）

依 頼 者
まちの先生
内 　 容

湯田小学校
湯田っ子応援隊
稲刈りに挑戦！

依 頼 者
まちの先生
内 　 容

小郡上郷保育園
中村 芳男
イモほり

依 頼 者
まちの先生
内 　 容

八坂小学校
おいしいおかゆの会
読み聞かせ・ストーリーテリング

依 頼 者
まちの先生
内 　 容

鋳銭司小学校
山口県農業協同組合山口統括本部
田植えに挑戦！

依 頼 者
まちの先生
内 　 容

宮野中学校
藤田 則子
職場体験学習に向けてのマナー研修

依 頼 者
まちの先生
内 　 容

● 中学校での取組

●ろぼう塾利用のきっかけ
 小郡に起こりやすい災害の特徴や実際に災害が起こった時の中学生の
役割として、地域の方が望んでおられることを生徒に知って欲しいと考
え依頼しました。
●利用時の様子
　防災士である野村さんと、野村さんが所属されている「おごおり地域
づくり協議会　安心安全部会」の皆様に、小郡地域における災害の特徴
や、中学生が地域の担い手として災害にどのように関わっていくべきか
について、講話をいただきました。
●利用後の感想
　水害の発生率が高い小郡地域において、自分の命を守る「自助」や、周
囲の人と支え合う「共助」の大切さを改めて実感することができました。
また、小郡中学校が避難所となった際に、自分たちにできることについ
て具体的に考える機会となり、防災意識を高めることができました。

●ろぼう塾利用のきっかけ
　生徒たちが市内各事業所の職場体験学習に行く前に、電話や挨拶の
マナー等を身につけるため、接客の基本等を教えて下さる藤田先生に
依頼しました。
●利用時の様子
　先生から、電話をかけるときのマナーや働くうえで気をつけたいこと
についてしっかりと教えていただき、生徒たちは熱心に耳を傾けていま
した。
●利用後の感想
　生徒たちは教えていただいたことを守り、実際に各事業所にお願いの
電話をしたり各事業所について調べたりして、職場体験学習の当日に備
えていました。各事業所の担当者から、体験学習後に「あいさつや態度
がとても良かった。」という声が届いていました。

●ろぼう塾利用のきっかけ
　子どもたちがもっと本を好きになるように、地域に根ざした読書推進
活動をされている「おいしいおかゆの会」の皆さんに依頼しました。
●利用時の様子・感想
　月に１回、朝の１５分間、低学年と高学年に分かれて読み聞かせをし
てもらっています。会の方と子どもたちは、名前で呼び合うほど仲が良
くなっており「今日はどんな本かな」と目を輝かせて期待して待ってい
ます。
　お話会の時間は、とても温かい心の交流時間であり、会の方は子ども
たちの心に残る本との出会いを演出し、お話が終わると自然と拍手が
生まれていました。

●ろぼう塾利用のきっかけ
　３年生の社会科の「店ではたらく人」の学習で、地域のスーパーマー
ケットを訪問し、お店の工夫や苦労について聞くために、アルク小郡店に
依頼しました。
●利用時の様子
　店内の仕事について子どもたちが詳しく学習できるように、お店の方
からいろいろな仕事の工夫や苦労についてクイズ形式で説明していた
だき、スーパーマーケットの仕事について楽しく学ぶことができました。
●利用後の感想
　見学後には、実際にお店の人に聞いたり見たりして経験したことをま
とめる活動を行い、子どもたちのより深い学びにつなげることができま
した。

● 小学校での取組

●ろぼう塾利用のきっかけ
　子どもたちに本物の箏に触れる機会をもってほしいと思い、「箏曲
組歌」再現の会に依頼しました。
●利用時の様子・感想
　子どもたちは、それぞれの楽器の音を聴いたり、楽器に触れたりす
ることで、演奏の楽しさや音色の美しさ、上手に演奏する難しさなど
を教わっていました。
　リコーダーを使って「さくらさくら」を一緒に演奏することができ、
「また一緒に演奏したい。和楽器の良さを今後伝えていきたい。」とい
う声が挙がっていました。

●ろぼう塾利用のきっかけ
　子どもたちが米作りに携わる人々の苦労や工夫を実感するととも
に、米文化のあり方などについて考えを深めていくことを目的に依
頼しました。
●利用時の様子・感想
　水田に縦と横をきちっとそろえて手作業で苗を植えていくことは
大変ですが、子どもたちはJA・地域の方々に丁寧に教えていただき
ながら、だんだん上手にできるようになりました。素足で田んぼに入
り、泥の感触も楽しみながら活動していました。
　子どもたちから「農家さんの苦労がよく分かった。」という声も挙が
り、JA・地域の方の優しさにも触れ、郷土を愛する心を一層育むこと
もできました。

●ろぼう塾利用のきっかけ
　農作業を経験する機会が少ない子どもたちに、米作りの知識や経験
を指導していただくとともに、地域の方々との交流を深めてもらうこ
とを目的に、湯田っ子応援隊に依頼しました。
●利用時の様子・感想
　あらかじめ地域の皆さんに、稲刈り機や手作業で稲を刈り取っても
らい、刈った跡地に子どもたちが入って、鎌を使った稲刈りや機械によ
る脱穀などに取り組みました。初めは恐がりながら使っていた鎌も、使
い方に慣れると、夢中になって稲を刈り取っていて、貴重な体験ができ
ました。
　米作りに自分たちが携わることができ、「刈り取ったお米を食べるの
が楽しみ！」という声も挙がり、子どもたちの顔は達成感に満ちていま
した。

●ろぼう塾利用のきっかけ
　いつも食べている「おイモ」がどのように作られているかを知り、
自ら収穫することで食への興味を深めるとともに、農家の方への感
謝の気持ちを育む機会にしたいと考え、中村さんに依頼しました。
●利用時の様子・感想
　園児たちは、お芋の頭が見えてくると「あったー！」と大喜びでした。
少し土が硬い部分もあり「だれかてつだってー」と、声を掛け合いな
がら掘りました。
　中村さんに大きなスコップで土をほぐしてもらう手伝いをしても
らい、自分たちで堀り出すことに成功すると、とても喜んでいました。

ろ    ぼう じゅくろ    ぼう じゅく

「やまぐち路傍塾」を利用した学びや体験が、まちを元気にしています！

● 保育園での取組



小郡中学校
野村 聡美（おごおり地域づくり協議会と共同支援）
小郡地域の防災について

依 頼 者
まちの先生
内 　 容

佐山小学校
株式会社丸久　アルク小郡店
「店ではたらく人」

依 頼 者
まちの先生
内 　 容

二島小学校
「箏曲組歌」再現の会
和楽器演奏会体験会
（箏、尺八、三絃の演奏会・体験会）

依 頼 者
まちの先生
内 　 容

湯田小学校
湯田っ子応援隊
稲刈りに挑戦！

依 頼 者
まちの先生
内 　 容

小郡上郷保育園
中村 芳男
イモほり

依 頼 者
まちの先生
内 　 容

八坂小学校
おいしいおかゆの会
読み聞かせ・ストーリーテリング

依 頼 者
まちの先生
内 　 容

鋳銭司小学校
山口県農業協同組合山口統括本部
田植えに挑戦！

依 頼 者
まちの先生
内 　 容

宮野中学校
藤田 則子
職場体験学習に向けてのマナー研修

依 頼 者
まちの先生
内 　 容

● 中学校での取組

●ろぼう塾利用のきっかけ
 小郡に起こりやすい災害の特徴や実際に災害が起こった時の中学生の
役割として、地域の方が望んでおられることを生徒に知って欲しいと考
え依頼しました。
●利用時の様子
　防災士である野村さんと、野村さんが所属されている「おごおり地域
づくり協議会　安心安全部会」の皆様に、小郡地域における災害の特徴
や、中学生が地域の担い手として災害にどのように関わっていくべきか
について、講話をいただきました。
●利用後の感想
　水害の発生率が高い小郡地域において、自分の命を守る「自助」や、周
囲の人と支え合う「共助」の大切さを改めて実感することができました。
また、小郡中学校が避難所となった際に、自分たちにできることについ
て具体的に考える機会となり、防災意識を高めることができました。

●ろぼう塾利用のきっかけ
　生徒たちが市内各事業所の職場体験学習に行く前に、電話や挨拶の
マナー等を身につけるため、接客の基本等を教えて下さる藤田先生に
依頼しました。
●利用時の様子
　先生から、電話をかけるときのマナーや働くうえで気をつけたいこと
についてしっかりと教えていただき、生徒たちは熱心に耳を傾けていま
した。
●利用後の感想
　生徒たちは教えていただいたことを守り、実際に各事業所にお願いの
電話をしたり各事業所について調べたりして、職場体験学習の当日に備
えていました。各事業所の担当者から、体験学習後に「あいさつや態度
がとても良かった。」という声が届いていました。

●ろぼう塾利用のきっかけ
　子どもたちがもっと本を好きになるように、地域に根ざした読書推進
活動をされている「おいしいおかゆの会」の皆さんに依頼しました。
●利用時の様子・感想
　月に１回、朝の１５分間、低学年と高学年に分かれて読み聞かせをし
てもらっています。会の方と子どもたちは、名前で呼び合うほど仲が良
くなっており「今日はどんな本かな」と目を輝かせて期待して待ってい
ます。
　お話会の時間は、とても温かい心の交流時間であり、会の方は子ども
たちの心に残る本との出会いを演出し、お話が終わると自然と拍手が
生まれていました。

●ろぼう塾利用のきっかけ
　３年生の社会科の「店ではたらく人」の学習で、地域のスーパーマー
ケットを訪問し、お店の工夫や苦労について聞くために、アルク小郡店に
依頼しました。
●利用時の様子
　店内の仕事について子どもたちが詳しく学習できるように、お店の方
からいろいろな仕事の工夫や苦労についてクイズ形式で説明していた
だき、スーパーマーケットの仕事について楽しく学ぶことができました。
●利用後の感想
　見学後には、実際にお店の人に聞いたり見たりして経験したことをま
とめる活動を行い、子どもたちのより深い学びにつなげることができま
した。

● 小学校での取組

●ろぼう塾利用のきっかけ
　子どもたちに本物の箏に触れる機会をもってほしいと思い、「箏曲
組歌」再現の会に依頼しました。
●利用時の様子・感想
　子どもたちは、それぞれの楽器の音を聴いたり、楽器に触れたりす
ることで、演奏の楽しさや音色の美しさ、上手に演奏する難しさなど
を教わっていました。
　リコーダーを使って「さくらさくら」を一緒に演奏することができ、
「また一緒に演奏したい。和楽器の良さを今後伝えていきたい。」とい
う声が挙がっていました。

●ろぼう塾利用のきっかけ
　子どもたちが米作りに携わる人々の苦労や工夫を実感するととも
に、米文化のあり方などについて考えを深めていくことを目的に依
頼しました。
●利用時の様子・感想
　水田に縦と横をきちっとそろえて手作業で苗を植えていくことは
大変ですが、子どもたちはJA・地域の方々に丁寧に教えていただき
ながら、だんだん上手にできるようになりました。素足で田んぼに入
り、泥の感触も楽しみながら活動していました。
　子どもたちから「農家さんの苦労がよく分かった。」という声も挙が
り、JA・地域の方の優しさにも触れ、郷土を愛する心を一層育むこと
もできました。

●ろぼう塾利用のきっかけ
　農作業を経験する機会が少ない子どもたちに、米作りの知識や経験
を指導していただくとともに、地域の方々との交流を深めてもらうこ
とを目的に、湯田っ子応援隊に依頼しました。
●利用時の様子・感想
　あらかじめ地域の皆さんに、稲刈り機や手作業で稲を刈り取っても
らい、刈った跡地に子どもたちが入って、鎌を使った稲刈りや機械によ
る脱穀などに取り組みました。初めは恐がりながら使っていた鎌も、使
い方に慣れると、夢中になって稲を刈り取っていて、貴重な体験ができ
ました。
　米作りに自分たちが携わることができ、「刈り取ったお米を食べるの
が楽しみ！」という声も挙がり、子どもたちの顔は達成感に満ちていま
した。

●ろぼう塾利用のきっかけ
　いつも食べている「おイモ」がどのように作られているかを知り、
自ら収穫することで食への興味を深めるとともに、農家の方への感
謝の気持ちを育む機会にしたいと考え、中村さんに依頼しました。
●利用時の様子・感想
　園児たちは、お芋の頭が見えてくると「あったー！」と大喜びでした。
少し土が硬い部分もあり「だれかてつだってー」と、声を掛け合いな
がら掘りました。
　中村さんに大きなスコップで土をほぐしてもらう手伝いをしても
らい、自分たちで堀り出すことに成功すると、とても喜んでいました。
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「やまぐち路傍塾」を利用した学びや体験が、まちを元気にしています！

● 保育園での取組



◆学校教育支援
　（学習支援、生活科・総合的な学習支援、読書活
動支援、学校支援）

◆生涯学習支援
　（文化芸術、スポーツ・レクリエーション、家庭生
活、市民生活、産業・技術、 人文・社会科学、自然
科学）

登録内容について
◆「登録申請書」を山口市教育委員会社会教育課にご提出く
ださい。
◆「登録申請書」は、山口市教育委員会社会教育課、各地域交
流センター、山口市立幼稚園・小・中学校にも置いています。
（山口市公式ウェブサイトからもダウンロードできます。)
◆登録対象は、18歳以上の個人、または18歳以上で構成する
団体です。

登録方法について

～「やまぐち路傍塾」に参加してみませんか?～
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ろぼう塾の
ホームページ

さまざまな知識や経験、技能をお持ちの方を
学びたい市民のみなさんにご紹介する
人材バンクです。YAMAGUCHI ROBOUJUKU

“まちの先生”
“学びたいみなさん”

（学んだ知識や技能を学校や地域で活かしたい人）と

をつなげます!!

まちの先生
事務局
（社会教育課）

さまざまな知識や経験、
技能を地域で生かしたい方

町内会行事、サークル活動
PTA活動、子ども会活動
授業・学校行事　など

まちの先生と学びたい
みなさんをつなげるサポート役

《地域のつながり・学び合い》

学びたいみなさん

山口市教育委員会社会教育課
Tel 083-934-2865　メール s-kyoiku@city.yamaguchi.lg.jp

〒753-8650 山口市亀山町2番1号

https://www.city.yamaguchi.lg.jp 詳しくは やまぐち路傍塾 検 索

まちの先生になろう  まちの先生に教わろう

山口市教育支援ネットワーク

YAMAGUCHI ROBOUJUKU

山口市がつくりあげた教育支援ボランティア人材バンク制度です。

社会教育課がコーディネーター役・相談役となってつなぎ、依頼者の願いをサポートします！
俳句、バルーンアート、スマホ講座、防災学習、実験学習、健康づくり、もの作りなどに興味・関心のある方、
自治会、子ども会、PTA活動、放課後児童クラブなどで路傍塾に登録する講師を活用しませんか。

依頼者（これから支援を受けたい人、学びたい人、講師を探している方など）　と、
登録者（これまでの経験や知識・技能を学校や地域で活かしたい人）　を、

山口市教育支援ネットワーク

の とは、「やまぐち路傍塾」生まれて16年目
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●ろぼう塾利用のきっかけ
　メディカルヨガの講師として評判が高い
馬田先生の健康法を、徳地・八坂地域の方々の
健康増進に役立てたいと考え依頼しました。
●利用時の様子
　先生は、最初に参加者の足指の力を測定器で測り、その後にい
ろいろな体操や足ツボのマッサージなどを指導されました。指導
された通りに体を動かした後に、先生は再度参加者の足指の力を
測定され、数値が向上していたことに皆さん驚いていました。
●利用後の感想
　先生から習った体操など健康法を自宅で行うことで、「正しい
姿勢で、身体を伸ばして、ハッピーウォーキングを実践し、若々し
く美しい立ち姿をめざしたい。」という声が、参加された方々から
挙がっていました。

●ろぼう塾利用のきっかけ
　正月に玄関先に飾られる門松について、自分たちの手で作り次
の世代に伝えて欲しいと思い、三世代交流事業として原田先生に
依頼しました。
●利用時の様子
　先生の丁寧な指導により、参加者は竹を選び、土を入れ、その後
に松・竹・梅・正月飾りを配置しました。参加者が思い思いに取り
組んでおり、どれも味のある立派な作品に仕上がりました。
●利用後の感想
　小学校低学年の子どもたちの参加が多く、伝統行事に触れる
良い機会となり、子どもたちから「立派な作品ができて、とても
うれしい。」「お正月に玄関に飾りたい。」という声が挙がっていま
した。

令和７年度「やまぐち路傍塾」の活動状況
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登録数  個人 　　名 ／ 団体 　　団体219 131「やまぐち路傍塾」の登録者である「まちの先生」と一
緒に、学校教育支援はもちろん、社会教育全般で生涯
学習の充実をめざします。みなさんからの要望に応え
られるようにコーディネートし、「やまぐち路傍塾」の
さらなる活性化を目指していきますので、ぜひ一度活
用してみて下さい。

山口市教育委員会 社会教育課 へお問い合わせ下さい。
TEL ０８３－９３４－２８６５
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徳地地域交流センター八坂分館
馬田 義子
姿勢作りや靴のはき方から始める
ウォーキング、メディカルヨガ

依 頼 者
まちの先生
内 　 容

鋳銭司地域交流センター
原田 和之
ミニ門松づくり

依 頼 者
まちの先生
内 　 容

● 地域での取組


